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「お墓」
のはなし お墓をキレイにしてみませんか？

　年に１回、香川県高松市にて行われる石材業界の展示会

“あじストーンフェア”に今年も行ってまいりました。

　この展示会は石材関連のものでは有数の規模で出展者、

来場者ともにかなり多くの方が集まります。いつも新しい

情報や発見がありとても勉強になります。

　石材のイベントですのでもちろんメインはお墓に関する

展示なのですがなかには少し変わった面白い展示もありま

した。

　さまざまな石屋さんがいろんな石の可能性を模索しても

っと良いものを作ろうという気持ちがひしひしと伝わって

くるとても面白い展示だと思いました。

　展示以外にも毎年セミナーや講演会が行われています。

　その中で「お墓は日本人の精神生活の基盤」という講演

会がありました。

　精神生活という聞きなれない言葉が気になり調べてみると

①物質的なものより精神的なものに人生の意義や
価値を認める生活

②人間の生活のうちの精神的な面「三省堂大辞林
による」

ということだそうです。①は宗教などに熱心な方、特にお

坊さんや神官さんのような宗教的な生活のことをいい、②

は普段の生活の中にある精神的な事柄で例えば初詣やお祭

りなどの祭事、そして「お墓参り」も指します。

　古くから日本人は先祖を大事にしてきました、そしてそ

れはこれからも変わらないと思います。お墓参りをもっと

身近に、心のよりどころとして気軽に行ける場所になるよ

うに私たち石材店も考えていかなければならないと思いま

した。お墓参りは良いものです。ご先祖様はきっとあなた

を守ってくださいます。

スピーカー

下 駄

ギター

あじストーンフェア

数年前からみられるようになった石のスピーカーです。
年々デザインが洗練されています。石が振動を吸収するの
でとてもはっきりとした良い音がでます。実際に聴いてみ
ると本当にびっくりします。

面白い作品です。重たい下駄
というと鉄下駄を思い浮かべ
る方もいらっしゃるでしょう
が石も重いです。そして綺麗
です。履いて歩くと割れてし
まいますが…

一見するとただ「面白そ
うだから石でギターを作
ってみた」だけの作品で
すが、よく見てみるとそ
の細かさに驚きました。
なんと木のギターと同じ
ように薄い板でできてい
るのです。非常に難しい
加工なのでこの技術力の
高さには脱帽しました。
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終 活

　最近座学では、「40才からのエンディングノー
ト」をみなさんに紹介しています。人生100年時代
早めに第2、第3の人生を前もって意識する上でも、
40代にエンディングノートは必要と思われますが、
このところ気丈で認知症もなく、元気に毎日を過ご
されていた方が、急に逝かれる機会に遭遇し、改め
て任意後見の重要性を認識しています。
　国の制度の中では、任意後見の利用ははかどって
いません。しかし、任意後見制度をもっと利用すれ
ば、終末にあまり心配せずに、やすらかに最後を迎
えられるであろうなど‥‥と考えます。通常成年後
見制度では、判断能力の無くなった方が利用する法
定後見と元気な内に利用をスタートさせる任意後見
制度があります。認知症や精神障害、知的障害の方
たちの利用を考えがちですが、実は、判断能力があ
り、身の回りのことは自分でという元気な80代の方
も多く地域には生活されています。
　私たちは、成年後見の相談や受任をしていく一方
で、高齢の方の一人暮らし、又は透析などで通院の
ためには自宅が遠い方でアパートを借りる方に身元
保証サービスや生活支援も行っています。（※家族
に代わって病院への入院、福祉施設・賃貸住宅への
入居の際の身元保証人から、日々の生活支援、ご逝
去後の葬儀・納骨・死後事務支援までを含みま
す。）
　このところ、市営住宅に入居中の方や自宅住まい
のお元気な80才90才の方が、非常に短期間に逝か
れるケースに何度も遭遇しています。その方々に共
通することは、①衣食住の身辺周りは自立している。
②男性で一人暮らしである。③奥様と死別（離別）
して3年以上が経過している。④健康オタクである。
⑤親族はいない。（亡くなっている）いても交流は
無い。の特徴があります。
　その方たちとの、当初の出会いを検証しますと、
一般的に地域包括支援センター等からの紹介で始ま
ります。本人は任意後見の内容は理解されるのです
が、自分には必要ない。まだ早い。健康に自信、比
較的頑固な方が多いようです。病院や施設の入院・
入所に身元保証人が必要なことは理解され、こちら
は申込みされます。
　しかし、残念ながら元気な80代後半から90代の
方は、それまで自立されていても、慢性的な病気が
あったり、急性的な病気の場合でも、いざ緊急入院

されると、本人の意志では、
痛みを伴う治療や検査など
拒否される場合があり、そ
の後急激に病状が悪化され
るケースが多い気がします。
　その際、後見人には、法律的な権限はありますが、
身元保証人には、権限はありません。逆上って成年
後見制度を利用するにも時間が短すぎて間に合いま
せん。また、本人の思いを実現していくにもエン
ディングノートも無ければ、聞き取っていく時間が、
本人の身体的な負荷を考えればそんなに多くは残さ
れていません。結果本人の意思に背く形で最後を迎
えざるを得ません。また、成年後見制度は、本人の
死亡により権限を失いますので死後事務委任契約の
締結も最低条件となります。

■委任契約+任意後見契約
□定期訪問による生活状況の見守り□預貯金口座か
らの払出し、通帳記入□物品購入、契約手続□生活
関連費用の支払手続、銀行振込□診療、入院などの
手続□介護保険利用、住民票などの取得□老人施設
などへの入所手続□住宅改修、補修の手配

■死後事務委任契約
□医療費などの未払い費用の支払□賃貸契約の明け
渡し、敷金などの精算□葬儀、埋葬、供養などの手
配や費用支払□家財や生活用品などの処分

　豊橋と新城に拠点を持つ「WAC総合相談所・市
民後見センター」では、困りごと何でも相談をワン
ストップで行っています。成年後見制度の「法定後
見」、「任意後見」はじめ、信託制度を活用した
「家族信託」そして「身元保証」まで幅広いご相談
に応じています。

元気な80才 任意後見のすすめ
－委任契約＋任意後見契約＋死後事務委任契約－「後見

生活」
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NPO法人たすけあい三河
市民後見センターとよはし
市民後見センターしんしろ

代表　加藤 政実

■WAC総合相談所
ワンストップ無料相談
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